
農
業
機
械
の「
共
同
購
入
」第
３
弾
に
着
手

コ
ン
バ
イ
ン
の
開
発
を
メ
ー
カ
ー
４
社
に
要
求（
耕
種
資
材
部
）

岩手県内3JA目の農家戸配送稼働
（岩手県本部）

京都で全国茶品評会出品茶の
入札販売会（京都府本部）

シンガポールの日系スーパーで
日本酒をPR（全農インターナショナルアジア㈱）

銘柄推進協が「仙台牛コン」を
初開催（宮城県本部）

ＪＡズームイン（JA秋田ふるさと・秋田）

スタートアップインタビュー
株式会社エアロネクスト
代表取締役CEO　
田路圭輔さん（広報・調査部）

今年はごはんを楽しむ
「１週間1000円“万能だれ”地味弁」を
提案（米穀部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　博多うまかショップ（JA全農ふくれん）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6-7

8

「HAPPY TOGETHER ONE」
プロジェクトの一環で「サキホコレ」稲刈り
（秋田県本部）

Web
限定

2

3

栃木県鹿沼市内の子ども食堂を代表して「森のこびと」へ「コシヒカリ」を贈呈（２面）

子ども食堂へ「コシヒカリ」６㌧贈呈
JAグループ栃木 地域の子どもたちを“食”で応援（栃木県本部）

シンガポールで好評だった日本酒のPR（４面）

リニューアルした「地味弁.ｃｏｍ」。「万能だれ」
のレシピも公開中（８面）
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News!

News!

子ども食堂へ「コシヒカリ」６トン贈呈

岩手県内３JA目の農家戸配送稼働

ＪＡグループ栃木　地域の子どもたちを“食”で応援

物流センター開設で効率化とサービス充実へ

栃木県本部

岩手県本部

　
栃
木
県
本
部
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
栃
木
と
し
て
県
内
の
子
ど
も
食
堂

へ
お
米
を
贈
る
食
育
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し

て
９
月
５
日
に
贈
呈
式
を
行
い
、鹿
沼
市
の
子
ど
も
食
堂
を
代
表
し
て

「
森
の
こ
び
と
」へ
県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
本
部
と
J
A
新
い
わ
て
は
9
月
26
日
、J
A
全
農
い
わ
て
新

岩
手
物
流
セ
ン
タ
ー
で
農
家
戸
配
送
南
部
・
八
幡
平
・
東
部
地
域
出
発

式
を
行
い
ま
し
た
。J
A
新
い
わ
て
、岩
手
県
本
部
の
職
員
を
は
じ
め
、

配
送
業
社
含
む
関
係
者
ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
内
16
カ
所
の
子
ど
も
食
堂

へ
、８
月
22
日
か
ら
９
月
7
日

ま
で
の
期
間
に
約
６
トン
（
３
キロ

×
２
０
３
２
袋
）の
精
米（
県
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
）を
無
償
提
供
し
ま

し
た
。

　

こ
の
中
で
、９
月
５
日
に
贈

呈
式
を
執
り
行
い
、
鹿
沼
市
内

　

農
家
戸
配
送
は
、J
A
が
農

家
組
合
員
か
ら
受
注
し
た
肥
料
、

農
薬
や
生
産
資
材
な
ど
を
組
合

員
宅
に
配
送
す
る
業
務
で
す
。

　
J
A
新
い
わ
て
で
は
、
配
送

と
受
発
注
業
務
の
効
率
化
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
、
県
本
部
へ

農
家
戸
配
送
業
務
を
委
託
し
ま

し
た
。

　

県
本
部
は
滝
沢
市
に
J
A

８
カ
所
の
子
ど
も
食
堂
を
代
表

し
て「
森
の
こ
び
と
」へ
約
３
トン

の
お
米
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
古
澤
伸
明
副
本
部
長
は「
米

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
中
、

一
番
重
要
な
の
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
栃

木
の
お
米
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
だ
。育
ち

ざ
か
り
の
子
ど
も
た
ち

に
し
っ
か
り
ご
は
ん
を

食
べ
て
い
た
だ
き
、
心

身
と
も
に
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　
森
の
こ
び
と
代
表
の

加
藤
美
智
子
さ
ん
は「
物

価
高
が
続
く
中
、
お
い

し
い
お
米
を
た
っ
ぷ
り

い
た
だ
け
て
本
当
に
あ

り
が
た
い
。
栃
木
の
お

米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、

元
気
に
明
る
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
」と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

全
農
い
わ
て
新
岩
手
物
流
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
再
委
託
先
の

全
農
物
流
㈱
と
と
も
に
効
率
的

な
配
送
体
制
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

　
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
０

０
４
年
に
J
A
い
わ
て
花
巻
、

そ
の
翌
年
に
J
A
い
わ
て
中
央

で
農
家
戸
配
送
を
稼
働
し
て
お

り
、
今
回
の
J
A
新
い
わ
て
は

県
内
３
J
A
目
の
参
画
と
な
り

ま
す
。

　

県
本
部
生
産

資
材
部
の
立
花

工
部
長
は「
南

部
・
八
幡
平
・

東
部
エ
リ
ア
の

経
過
を
踏
ま
え
、

将
来
的
に
は

J
A
新
い
わ
て

の
戸
配
送
エ
リ

ア
拡
大
を
視
野

に
検
討
を
進
め

て
い
く
」と
展
望

を
話
し
ま
し
た
。

鹿
沼
市
内
の
子
ど
も
食
堂
を
代
表
し
て「
森
の
こ

び
と
」へ「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」を
贈
呈

出
発
式
で
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト

い
わ
て
純
情
む
す
め
か
ら
配
送

員
に
花
束
を
贈
呈
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News!

京都で全国茶品評会出品茶の入札販売会
農林水産大臣賞受賞玉露、1キロ 100万円で落札 京都府本部

　
京
都
府
本
部
は
9
月
13
日
、J
A
全
農
京
都
宇
治
茶
流
通
セ
ン
タ
ー

で
第
76
回
全
国
茶
品
評
会
出
品
茶
の
入
札
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。7

茶
種
8
部
門
で
総
合
計
7
6
3
点
、
数
量
3
3
3
6
・
4
キロ
が
出
品

さ
れ
、合
計
落
札
金
額
は
8
5
2
0
万
5
7
7
6
円
と
な
り
昨
年
を

1
0
0
0
万
円
以
上
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
9
年
ぶ
り
に
京
都
府
で
開
催

す
る「
第
76
回
全
国
お
茶
ま
つ

り
京
都
大
会
」の
主
要
行
事
と
し

て
、
関
東
か
ら
九
州
ま
で
の
茶

業
者
1
6
3
社
2
9
4
人
に
参

加
い
た
だ
き
、
第
76
回
全
国
茶

品
評
会
出
品
茶
入
札
販
売
会
を

開
催
し
ま
し
た
。農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
京
田
辺
玉
露
生

産
組
合
・
山
下
新
貴
さ
ん
の
玉

露
は
最
高
値
１
キロ
1
0
0
万
円

で
㈱
舞
妓
の
茶
本
舗（
京
都
府
）

が
落
札
し
、
最
多
落
札
業
者
は

㈱
丸
久
小
山
園（
京
都
府
）が
受

賞
し
ま
し
た
。

　
普
通
煎
茶
10
キロ
71
点
、普
通
煎

茶
4
キロ
97
点
、
深
蒸
し
煎
茶
82

点
、
か
ぶ
せ
茶
1
0
0
点
、
玉

露
1
1
8
点
、
て
ん
茶
1
4
1

点
、
蒸
し
製
玉
緑
茶
84
点
、
釜

炒い

り
茶
70
点
の
計
7
茶
種
8
部

門
7
6
3
点
の
1
キロ
当
た
り
の

平
均
落
札
単
価
は
、
昨
年
対
比

1
0
7
％
の
2
万
5
5
3
8
円

と
な
り
生
産
者
の
励
み
に
な
る

価
格
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
式
典
・
褒
賞
授
与
式
は

11
月
19
日
、
消
費
者
イ
ベ
ン
ト

は
11
月
19
、
20
日
に
京
都
府
宇

治
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

News!

農業機械の「共同購入」第3弾に着手
コンバインの開発をメーカー４社に要求 耕種資材部

　
全
農
は
９
月
27
日
、生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
資
す
る
共
同
購
入
の

取
り
組
み
で
、国
内
農
機
メ
ー
カ
ー
4
社
に
コ
ン
バ
イ
ン（
4
条
刈
り

50
馬
力
ク
ラ
ス
）の
開
発
要
求
を
行
い
ま
し
た
。大
型
・
中
型
ト
ラ
ク

タ
ー
に
続
く
第
3
弾
で
す
。

　
開
発
要
求
は
井
関
農
機
、
ク

ボ
タ
、三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
、

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
の
4
社
に
行

い
ま
し
た
。

　

要
求
内
容
は
、7
2
9
9
件

の
生
産
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

日
本
農
業
法
人
協
会
、
全
国
農

協
青
年
組
織
協
議
会
、
全
国
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
と

の
意
見
交
換
内
容
を
踏
ま
え

た「
生
産
者
の
声
」を
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
製
品
発
表
は

2
0
2
4
年
1
月
、
供
給
開
始

は
同
年
4
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
要
求
の
際
、
冨
田
健
司
常
務

は「
生
産
現
場
か
ら
の
声
、そ
し

て
こ
の
共
同
購
入
の
取
り
組
み

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的

な
ご
対
応
を
お
願
い
し
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
各

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、「
生
産
者
の

思
い
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
共

同
購
入
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
要
求
後
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
組
織
力
を
生
か
し
、
広
く
全

国
の
生
産
者
に
共
同
購
入
へ
の

結
集
を
呼
び
か
け
、
事
前
購
入

申
込
書
の
と
り
ま
と
め
を
進
め

ま
す
。
と
り
ま
と
め
た
台
数
を

背
景
に
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
を
生

産
者
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

7茶種8部門で763点が取引された
入札販売会

入札販売会には全国から茶業者
163社が参加しにぎわった

国内農機メーカーへのコンバイン開発要求概要
コンセプト 生産者が必要な機能を厳選したコンバイン
目標台数 １０００台（期間：2024年４月～2027年９月）

性能

エンジン出力 45～55馬力

燃料タンク容量
無給油で概ね1日作業が行えること
※１日の一般的な刈り取り作業を行

う時間（おおよそ６時間）

必要な機能など
（標準装備）

〇自動こぎ深さ制御 〇自動水平制御　
〇オーガ自動制御（旋回、収納） 〇刈り取りオートクラッチ
〇かきこみペダルまたはスイッチ 〇大型後方ミラー

標準装備また
はオプション

〇防塵（ぼうじん）カバー 〇作業灯（こぎ口、オーガ先端）
〇無線オーガリモコン
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News!

シンガポールの日系スーパーで日本酒をPR
日本酒の輸出拡大に取り組む 全農インターナショナルアジア㈱

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
㈱
は
9
月
23
～
25
日
、日
系
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
明
治
屋
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」が
主
催
す
る「
秋
の

収
穫
祭
」フ
ェ
ア
で
日
本
酒
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

日
本
酒
の
国
内
出
荷
量
は
減
少

し
て
い
る
な
か
、
日
本
酒
の
輸

出
実
績
は
、
日
本
食
ブ
ー
ム
な

ど
を
背
景
に
２
０
２
１
年
に

初
め
て
４
０
０
億
円
を
上
回

り
、
22
年
も
増
加
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ

ア
は
、
明
治
屋
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
日
本
酒
の
P
R
を
行
い
ま

し
た
。
フ
ェ
ア
で
は
、
兵
庫
県

産「
山
田
錦
」を
原
料
米
と
す

る
日
本
酒
6
種
類（
㈱
本
田
商

店
）の
試
飲
販
売
を
行
い
、
日

本
酒
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し

た
。

　

試
飲
し
て
い
た
だ
い
た
現

地
在
住
の
方
か
ら
は
、「
香
り

や
甘
味
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」

「
パ
ー
テ
ィ
ー
や
手
土
産
向
け

に
最
適
だ
」な
ど
大
変
好
評

で
、
期
間
中
、

計
画
を
上
回
る

1
0
0
本
以
上

の
日
本
酒
を
販

売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
日

本
各
地
の
農
畜

産
物
・
加
工
食

品
の
輸
出
に
取

り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
国
内
産

地
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

News!

銘柄推進協が「仙台牛コン」を初開催
おいしい仙台牛を食べて、すてきな出会いを 宮城県本部

　
宮
城
県
本
部
と
県
な
ど
で
つ
く
る
仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
は
9
月

17
日
、「
仙
台
牛
」の
P
R
と
男
女
の
出
会
い
の
場
を
兼
ね
た
仙
台
牛
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー（
仙
台
牛
コ
ン
）を
仙
台
市
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
出

歩
く
機
会
が
制
限
さ
れ
、
出
会

い
の
場
を
設
け
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
宮
城
県
が
誇

る
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
食
べ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
出
会
い
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
25
～
39
歳
の
独
身
で
、

県
の「
み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー（
み
や
マ
リ
！
）」 

の
登
録

者
が
対
象
で
、
男
女
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
仙
台
牛
の
P
R
タ
イ
ム
や
仙

台
牛
ク
イ
ズ
を
実
施
。全
問
正
解

者
に
は
豪
華
な
仙
台
牛
飲
食
引

換
券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
会

場
は
終
始
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

仙
台
牛
の
料
理
は
3
品
で
、
内

モ
モ
肉
を
使
っ
た
タ
リ
ア
ー
タ
、

リ
ブ
ロ
ー
ス
を
使
っ
た
パ
ニ
ー

ノ
や
ス
テ
ー
キ
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
本
部
は
、「
県
内
の
若
い
方

に
仙
台
牛
を
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
消
費
喚
起
や
銘
柄
の
普

及
に
も
つ
な
が
り
、
回
り
回
っ

て
生
産
者
に
還
元
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
機
会
が
、
宮
城
県

だ
け
で
は
な
く
、
他
県
に
も
広

が
り
、
日
本
全
体
が
食
を
通
し

て
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」と
期
待
し
て
い
ま
す
。

提
供
さ
れ
た
仙
台
牛
料
理
３
品

「
仙
台
牛
コ
ン
」の
ポ
ス
タ
ー

シンガポールで好評だった日本酒のPR

4

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
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送
の
面
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
前
日
出

荷
に
よ
り
一
晩
予
冷
す
る
こ
と

で
、
花
の
劣
化
が
少
な
く
市
場

に
届
け
ら
れ
る
な
ど
品
質
の
保

持
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
花
き
の
8
月
15
日

現
在
の
実
績
は
数
量
3
6
6
万

本
／
鉢（
前
年
比
1
0
6
%
）、

販
売
額
2
億
8
6
0
0
万
円

（
同
1
2
1
%
）と
前
年
を
上
回

る
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
7
日
に
は
、
多

機
能
型
低
温
倉
庫
の
機
能
を
フ

ル
活
用
し
、
日
本
食
人
気
の
高

て
お
り
、
国
内
有
数
の
豪
雪
地

帯
に
あ
り
な
が
ら
、
園
芸
振
興

が
図
ら
れ
た
複
合
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
品
質
で
、
よ
り
新
鮮
な
農

産
物
を
、
よ
り
多
く
の
全
国
の

消
費
者
に
届
け
た
い
と
い
う
思

い
か
ら「
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

多
機
能
型
低
温
倉
庫
」の
建
設

に
着
手
し
、
22
年
4
月
27
日
に

竣し
ゅ
ん
こ
う

工
を
迎
え
、
同
年
6
月
か
ら

稼
働
し
ま
し
た
。

　

床
面
積
お
お
よ
そ
8

 
7
 0 

0
平
方
メートル
（
2
6
0
0
坪
）に
、

米
穀
フ
レ
コ
ン
専
用
保
管
庫
、

米
穀
紙
袋
専
用
保
管
庫
、
青
果

専
用
保
管
庫
な
ど
7
倉
が
備

え
ら
れ
て
お
り
、
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
市
場
需
要
に

対
応
し
た
安
定
的
な
良
品
の
供

給
や
、
物
流
効
率
化
を
図
る
一

貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
へ
の

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
6
月
以
降
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
の
葉
物
類
を
皮
切
り
に
、

花
き
類
や
エ
ダ
マ
メ
な
ど
の
園

芸
品
目
、
9
月
下
旬
か
ら
は
米

の
検
査
や
保
管
庫
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
花
き
で

は
、
以
前
は
ト
ラ
ッ
ク
が
管
内

の
6
出
荷
所
を
集
配
し
て
い

た
た
め
時
間
が
多
く
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
施
設
の
稼
働
に

よ
り
集
荷
場
所
が
集
約
さ
れ
運

ＪＡ秋田ふるさと
（秋田県）

稲
作
を
柱
に
園
芸
・
畜
産
の
複
合
産
地
へ

多
機
能
型
低
温
倉
庫
で
所
得
増
大
に
も
期
待

　

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
は
、
秋

田
県
南
部
の
内
陸
部
に
広
が
る

横
手
盆
地
の
中
央
部
に
位
置

し
、
横
手
市
と
美
郷
町
の
一
部

を
含
む
地
域
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
稲
作
を
基
調
と
し
な

が
ら
、
園
芸
や
果
樹
、
畜
産
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
度
の
販
売
高
は

1
7
3
億
7
0
0
0
万
円
で
、

米
以
外
の
作
物
が
4
割
を
占
め

い
香
港
へ
向
け
エ
ダ
マ
メ
の
輸

出
出
発
式
が
行
わ
れ「
生
の
枝

豆
」を
海
外
へ
輸
出
す
る
試
み

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
管
機
能
と
物
流
体
制
に
よ

り
有
利
販
売
か
ら
販
売
単
価
の

向
上
、
物
流
効
率
向
上
に
よ
り

選
ば
れ
る
産
地
を
つ
く
り
あ

げ
、
ま
た
輸
出
米
の
拡
大
や
、

園
芸
品
目
の
輸
出
に
も
取
り
組

み
、
生
産
者
の
所
得
増
大
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
費

者
に
高
品
質
な“
J
A
秋
田
ふ

る
さ
と
”産
の
農
畜
産
物
を
安

定
的
に
お
届
け
す
る
こ
と
を
目

指
し
、一
層
地
域
と
手
を
携
え
、

地
域
に
根
差
し
た
農
業
振
興
を

図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

秋田県

岩手県

時
代
に
即
応
し
た
保
管
機
能
、

物
流
体
制
の
構
築

多
機
能
型
低
温
倉
庫
活
用

に
よ
る
農
業
振
興

６月から稼働した多機能型低温倉庫

低温倉庫は花の品質保持に
も貢献

概要 （2022年3月末現在）

正組合員数� 1万2067人
准組合員数� 5607人
職員数� 568人
貯金� 1173億6975万円
購買品取扱高� 62億9420万円
販売品取扱高� 173億7018万円
共済保有高（保障）�3493億6580万円
主な農畜産物� 米、スイカ、アスパラガス、 
� エダマメ、キュウリ、トマト、花き、 
� きのこ（菌床シイタケ）、果樹など

香港輸出も始まったエダマメ
は期待の品目
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フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
北
海
道
上

士
幌
町
の
場
合
、
人
口
の
約
8

割
の
人
が
市
街
地
に
住
み
、
残
り

の
人
た
ち
が
過
疎
地
域
の
農
村
部

き
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
が
傾
い
て
も

軸
が
ぶ
れ
ず
荷
物
を
水
平
な
状
態

で
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
荷

物
に
対
す
る
事
故
も
起
こ
り
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
技
術
は
世
界
を
変
え
る
可

ド
ロ
ー
ン
で
の
和
牛
新
鮮
受
精
卵
の
配
送
実
験

全農ウィークリー
2022年7月25日号
ドローンで

和牛新鮮受精卵の
配送実験を実施

凍
保
存
せ
ず
に
新
鮮
卵
の
状
態
の

ま
ま
、
ド
ロ
ー
ン
で
上
士
幌
町
内

の
農
家
宅
へ
配
送
し
、
移
植
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
振
動
を
抑
え
、

直
線
距
離
で
空
輸
す
る
こ
と
で
配

送
時
間
が
短
縮
で
き
、
受
胎
率

の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

後
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
と
の

比
較
実
証
も
行
い
、
配
送
自
体

は
振
動
や
温
度
管
理
に
も
問
題

な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
配
送
と
遜
色
な

い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

に
住
ん
で
い
ま
す
。
物
は
市
街
地

ま
で
届
い
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら

過
疎
地
域
に
運
ぶ
の
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。ト
ラ
ッ

ク
配
送
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、

人
件
費
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
運
ぶ
荷
物
は
増
え
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
に
限
界

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
過

疎
の
住
民
が
取
り
に
来
る
に
し
て

も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
を
ド
ロ
ー
ン
で
運
ぶ
。
ド
ロ
ー

ン
は
手
段
の一
つ
で
す
。
す
べ
て
を

ド
ロ
ー
ン
で
運
ぶ
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
配
送
の
シ
ス
テ
ム
を
組

み
、
効
率
が
悪
い
部
分
を
ド
ロ
ー

ン
に
や
っ
て
も
ら
う
。
上
士
幌
町

の
場
合
、
市
街
地
は
陸
、
過
疎

地
域
へ
は
空
を
使
い
ま
す
。
既
存

の
物
流
と
新
し
い
技
術
を
融
合
さ

せ
、
そ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
物
流
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で

地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
採
卵
し
た
牛
の
受
精
卵
を
冷

　
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
空
撮
用
の

ド
ロ
ー
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、空
中
の
1
地
点
で
滞
在（
ホ

バ
リ
ン
グ
）
す
る
場
合
と
モ
ノ
を

運
ぶ
場
合
に
必
要
な
技
術
は
異

な
り
ま
す
。
空
輸
の
場
合
、
重

心
が
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
い

か
に
安
定
さ
せ
る
か
が
重
要
で
す
。

カ
メ
ラ
の
代
わ
り
に
荷
物
を
つ
る

せ
ば
い
い
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
社
が
開
発
し
た
物
流

専
用
の
ド
ロ
ー
ン
は
ボ
デ
ィ
ー
の

中
に
入
れ
た
荷
物
を
水
平
な
状

態
で
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
流

線
形
の
ボ
デ
ィ
ー
は
飛
行
時
の
前

面
か
ら
の
空
気
抵
抗
が
小
さ
い
の

で
非
常
に
推
進
力
が
あ
り
、
長

く
遠
く
ま
で
速
く
飛
ぶ
こ
と
が
で

│
ド
ロ
ー
ン
物
流
に

　
　
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
？

能
性
が
あ
る
が
、
広
め
て
い
く
に

は
製
品
化
が
重
要
だ
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
山
梨
県
小
菅
村
で

飛
ば
す
実
証
を
始
め
た
の
で
す

が
、
こ
こ
は
過
疎
地
域
で
人
の
移

動
も
困
難
な
状
況
で
し
た
。
過

疎
地
域
の
住
民
が
不
便
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
配
送
や
集
荷
業
務
で

す
。
買
い
物
が
不
便
と
か
、
医
療

を
受
け
る
の
に
も
時
間
が
か
か
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
ド
ロ
ー
ン
が
使
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
当
社
の
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
新
し
い
物
流
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
ｋｙ
Ｈｕ
ｂ（
ス
カ
イ
ハ

ブ
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
既

存
の
物
流
と
ド
ロ
ー
ン
物
流
を
つ

な
ぎ
、
地
上
と
空
の
イ
ン
フ
ラ
を

接
続
す
る
こ
と
で
荷
物
の
集
約

と
最
適
な
手
段
に
よ
り
効
率
的

な
配
送
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ド
ロ
ー
ン
配
送
と
陸
上
輸
送
を
融
合
し
物
流
を
最
適
化

〝
新
ス
マ
ー
ト
物
流
〞で
地
域
課
題
の
解
決
と
活
性
化
目
指
す

 

田
路
圭
輔
さ
ん

株
式
会
社
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト  

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

田路圭輔 代表取締役ＣＥＯ

│
活
用
事
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
過
疎
の
問
題
は
日
本
全
体
の

社
会
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
過
疎
地
域
に
は
ほ
ぼ
1

次
産
業
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
地
域
に
は
必
ず
Ｊ
Ａ
が
あ
り
ま

す
。
地
域
に
あ
る
1
次
産
業
の

課
題
も
同
時
に
解
決
し
た
い
と
思

い
、Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に
応

募
し
ま
し
た
。

　
今
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
Ｊ

Ａ
が
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

例
え
ば
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所

を
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
（
拠
点
）
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
で
生
産
者
に
日
用

品
や
農
業
資
材
を
届
け
る
。
逆

に
生
産
者
に
は
農
産
物
を
載
せ

て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

直
売
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
農
産
物
の

集
荷
に
行
く
手
間
を
削
減
で
き

ま
す
。
重
荷
に
な
っ
て
い
る
配
送

業
務
を
ド
ロ
ー
ン
が
行
う
こ
と

で
、
本
来
や
る
べ
き
仕
事
に
時

間
を
当
て
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
10
月
に
は
茨
城
県
境
町
、
群

馬
県
安
中
市
と
連
携
協
定
を
結

び
、
敦
賀
市
で
は
全
国
で
3
例

目
と
な
る
S
k
y
Hu
b
社
会
実

装
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
用
品

な
ど
の
生
活
物
資
を
届
け
て
も

ら
う
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
地
域
の
デ
リ
バ
リ
ー

イ
ン
フ
ラ
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域

の
荷
物
を
ま
と
め
、
ド
ロ
ー
ン
や

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
輸

送
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
最
適

な
物
流
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

│
御
社
の

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
今
後
の
こ
と
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
上
士
幌
町
で
は

　
　
和
牛
新
鮮
受
精
卵
の

　
　
配
送
実
験
も

　
　
あ
り
ま
し
た
ね
。

│
な
ぜ

　
　
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

　
　
に
応
募
を
？

│
地
方
や
農
業
分
野
で
の

　
　
活
用
の
展
開
と
し
て

　
　
考
え
て
い
る
こ
と
は

　
　
あ
り
ま
す
か
？

「
4
D 

G
R
A
V
I
T
Y
®
」を
搭
載
し
た
量
産
型

物
流
専
用
ド
ロ
ー
ン
A
i
r
T
r
u
c
k

㈱エアロネクストの
サイトはこちら

　
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
第
3
期
に
採
択
さ
れ
た
㈱
エ
ア

ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
空
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
す
る

た
め
の
技
術
を
開
発
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
新
た
な
物

流
を
構
築
す
る
こ
と
で
社
会
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

田
路
圭
輔

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

【
広
報
・
調
査
部
】

と
う 

じ

物
流
シ
ス
テ
ム「
Ｓ
ｋｙ
Ｈｕ
ｂ
」の
概
要
図
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フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
北
海
道
上

士
幌
町
の
場
合
、
人
口
の
約
8

割
の
人
が
市
街
地
に
住
み
、
残
り

の
人
た
ち
が
過
疎
地
域
の
農
村
部

き
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
が
傾
い
て
も

軸
が
ぶ
れ
ず
荷
物
を
水
平
な
状
態

で
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
荷

物
に
対
す
る
事
故
も
起
こ
り
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
技
術
は
世
界
を
変
え
る
可

ド
ロ
ー
ン
で
の
和
牛
新
鮮
受
精
卵
の
配
送
実
験

全農ウィークリー
2022年7月25日号
ドローンで

和牛新鮮受精卵の
配送実験を実施

凍
保
存
せ
ず
に
新
鮮
卵
の
状
態
の

ま
ま
、
ド
ロ
ー
ン
で
上
士
幌
町
内

の
農
家
宅
へ
配
送
し
、
移
植
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
振
動
を
抑
え
、

直
線
距
離
で
空
輸
す
る
こ
と
で
配

送
時
間
が
短
縮
で
き
、
受
胎
率

の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

後
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
と
の

比
較
実
証
も
行
い
、
配
送
自
体

は
振
動
や
温
度
管
理
に
も
問
題

な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
配
送
と
遜
色
な

い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

に
住
ん
で
い
ま
す
。
物
は
市
街
地

ま
で
届
い
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら

過
疎
地
域
に
運
ぶ
の
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。ト
ラ
ッ

ク
配
送
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、

人
件
費
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
運
ぶ
荷
物
は
増
え
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
に
限
界

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
過

疎
の
住
民
が
取
り
に
来
る
に
し
て

も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
を
ド
ロ
ー
ン
で
運
ぶ
。
ド
ロ
ー

ン
は
手
段
の一
つ
で
す
。
す
べ
て
を

ド
ロ
ー
ン
で
運
ぶ
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
配
送
の
シ
ス
テ
ム
を
組

み
、
効
率
が
悪
い
部
分
を
ド
ロ
ー

ン
に
や
っ
て
も
ら
う
。
上
士
幌
町

の
場
合
、
市
街
地
は
陸
、
過
疎

地
域
へ
は
空
を
使
い
ま
す
。
既
存

の
物
流
と
新
し
い
技
術
を
融
合
さ

せ
、
そ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
物
流
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で

地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
採
卵
し
た
牛
の
受
精
卵
を
冷

　
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
空
撮
用
の

ド
ロ
ー
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、空
中
の
1
地
点
で
滞
在（
ホ

バ
リ
ン
グ
）
す
る
場
合
と
モ
ノ
を

運
ぶ
場
合
に
必
要
な
技
術
は
異

な
り
ま
す
。
空
輸
の
場
合
、
重

心
が
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
い

か
に
安
定
さ
せ
る
か
が
重
要
で
す
。

カ
メ
ラ
の
代
わ
り
に
荷
物
を
つ
る

せ
ば
い
い
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
社
が
開
発
し
た
物
流

専
用
の
ド
ロ
ー
ン
は
ボ
デ
ィ
ー
の

中
に
入
れ
た
荷
物
を
水
平
な
状

態
で
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
流

線
形
の
ボ
デ
ィ
ー
は
飛
行
時
の
前

面
か
ら
の
空
気
抵
抗
が
小
さ
い
の

で
非
常
に
推
進
力
が
あ
り
、
長

く
遠
く
ま
で
速
く
飛
ぶ
こ
と
が
で

│
ド
ロ
ー
ン
物
流
に

　
　
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
？

能
性
が
あ
る
が
、
広
め
て
い
く
に

は
製
品
化
が
重
要
だ
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
山
梨
県
小
菅
村
で

飛
ば
す
実
証
を
始
め
た
の
で
す

が
、
こ
こ
は
過
疎
地
域
で
人
の
移

動
も
困
難
な
状
況
で
し
た
。
過

疎
地
域
の
住
民
が
不
便
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
配
送
や
集
荷
業
務
で

す
。
買
い
物
が
不
便
と
か
、
医
療

を
受
け
る
の
に
も
時
間
が
か
か
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
ド
ロ
ー
ン
が
使
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
当
社
の
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
新
し
い
物
流
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
ｋｙ
Ｈｕ
ｂ（
ス
カ
イ
ハ

ブ
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
既

存
の
物
流
と
ド
ロ
ー
ン
物
流
を
つ

な
ぎ
、
地
上
と
空
の
イ
ン
フ
ラ
を

接
続
す
る
こ
と
で
荷
物
の
集
約

と
最
適
な
手
段
に
よ
り
効
率
的

な
配
送
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ド
ロ
ー
ン
配
送
と
陸
上
輸
送
を
融
合
し
物
流
を
最
適
化

〝
新
ス
マ
ー
ト
物
流
〞で
地
域
課
題
の
解
決
と
活
性
化
目
指
す

 

田
路
圭
輔
さ
ん

株
式
会
社
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト  

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

田路圭輔 代表取締役ＣＥＯ

│
活
用
事
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
過
疎
の
問
題
は
日
本
全
体
の

社
会
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
過
疎
地
域
に
は
ほ
ぼ
1

次
産
業
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
地
域
に
は
必
ず
Ｊ
Ａ
が
あ
り
ま

す
。
地
域
に
あ
る
1
次
産
業
の

課
題
も
同
時
に
解
決
し
た
い
と
思

い
、Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に
応

募
し
ま
し
た
。

　
今
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
Ｊ

Ａ
が
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

例
え
ば
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所

を
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
（
拠
点
）
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
で
生
産
者
に
日
用

品
や
農
業
資
材
を
届
け
る
。
逆

に
生
産
者
に
は
農
産
物
を
載
せ

て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

直
売
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
農
産
物
の

集
荷
に
行
く
手
間
を
削
減
で
き

ま
す
。
重
荷
に
な
っ
て
い
る
配
送

業
務
を
ド
ロ
ー
ン
が
行
う
こ
と

で
、
本
来
や
る
べ
き
仕
事
に
時

間
を
当
て
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
10
月
に
は
茨
城
県
境
町
、
群

馬
県
安
中
市
と
連
携
協
定
を
結

び
、
敦
賀
市
で
は
全
国
で
3
例

目
と
な
る
S
k
y
Hu
b
社
会
実

装
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
用
品

な
ど
の
生
活
物
資
を
届
け
て
も

ら
う
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
地
域
の
デ
リ
バ
リ
ー

イ
ン
フ
ラ
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域

の
荷
物
を
ま
と
め
、
ド
ロ
ー
ン
や

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
輸

送
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
最
適

な
物
流
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

│
御
社
の

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
今
後
の
こ
と
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
上
士
幌
町
で
は

　
　
和
牛
新
鮮
受
精
卵
の

　
　
配
送
実
験
も

　
　
あ
り
ま
し
た
ね
。

│
な
ぜ

　
　
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

　
　
に
応
募
を
？

│
地
方
や
農
業
分
野
で
の

　
　
活
用
の
展
開
と
し
て

　
　
考
え
て
い
る
こ
と
は

　
　
あ
り
ま
す
か
？

「
4
D 

G
R
A
V
I
T
Y
®
」を
搭
載
し
た
量
産
型

物
流
専
用
ド
ロ
ー
ン
A
i
r
T
r
u
c
k

㈱エアロネクストの
サイトはこちら

　
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
第
3
期
に
採
択
さ
れ
た
㈱
エ
ア

ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
空
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
す
る

た
め
の
技
術
を
開
発
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
新
た
な
物

流
を
構
築
す
る
こ
と
で
社
会
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

田
路
圭
輔

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

【
広
報
・
調
査
部
】

と
う 

じ

物
流
シ
ス
テ
ム「
Ｓ
ｋｙ
Ｈｕ
ｂ
」の
概
要
図
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人気料理系ユーチューバー
「みきママ」さんの

オリジナル万能だれレシピも
公開中
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博多うまかショップ
（JA全農ふくれん）

　福岡県は大正時代から続く甘柿の名産地。その福岡県
で品種改良に10年の歳月をかけて誕生したのがオリジナ
ル品種の柿「秋王」です。
　果実は鮮やかな橙赤色で種はほとんどありません。一口
食べると芳醇な果汁が口いっぱいに広がり、食感はサクサ
クで軽やか。それでいて滑らかな果肉は上品な甘さで、デ
ザートはもちろん和洋の料理にも合います。福岡が生んだ
珠玉の一玉をぜひご堪能ください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農提供  ＢＳフジ（ＢＳ８チャンネル）
全国各地でスポーツや芸術などを頑張る子どもたちを地元の特産品で応援！
毎週水曜21：55～22：00（再放送は毎週火曜22：55～23：00）

JA全農のインターネットショッピングモール

福岡だけのオリジナル品種『秋王』柿　 
約3.5㎏箱……5560円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

とうせき

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
　10月29日放送では、徳島県産サツマイモ「なると金時」の「里むすめ」を3名様にプレゼントし
ます。「里むすめ」は、鳴門海峡に面した鳴門市里浦町の瀬戸内式気候で水はけが良く通気性
の良い砂地畑で、生産者が大切に育てています。
　きめ細かく美しい外見と上質な甘みを兼ね備えたＪＡ里浦の「里むす
め」は、サツマイモのトップブランド。栗のようなホクホク感と、後味の良い
適度な甘さが特徴で、外皮は鮮やかな紅色、粉がふいたような肉質で甘
さも格別です。
　また、ＪＡタウンギフトカード5000円分を1名様にプレゼントします。
 【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは10月29日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

JAタウン
ショップ名 新鮮大好き徳島

こちらの商品はＪＡタウンからご購入いただけます。

「見た目は気にしない。華やかさよりもおいしさを追求。頑張らなくてもいいお弁当」“地味弁”

　全農は10月13日、2019年から公開しているコンテンツ「地味弁．ｃｏｍ」
をリニューアルしました。かけて、炒めて、煮るだけで簡単に作れる5種類
の全農オリジナル「万能だれ」を開発し、このたれを使った20日分のお弁
当レシピを特設サイトで公開しています。 【米穀部】

　全農が20～60代の男女500人を対象に実施したお弁当に関するアンケート
で、物価の高騰による家計の圧迫や、共働き世帯の増加による家事に費やせる時
間の減少など、経済的な問題やライフスタイルの変化による “お弁当の悩み”が明
らかになりました。
　「食費を抑えたい」「料理は短時間で済ませたい」といった多くの人が抱えるお
弁当の悩みを解決するために、週末に作った「万能だれ」を食材と混ぜるだけで5
日分の献立が出来上がり、さらに5食分の食材費を1000円以内に抑えながら、栄
養バランスにも配慮したお弁当生活を提案しています。
　お茶わん1杯（精米65㌘）約26円と、家計の強い味方にもなるごはん。食欲の
秋、ごはんを楽しむ「1週間1000円“万能だれ”地味弁」をお楽しみください。

今年はごはんを楽しむ「１週間1000円“万能だれ”地味弁」を提案

さとうらちょう
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